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都市の顔となる公園 中之島公園

公園の概要・経過

基本情報[１] （注）都市計画公園としての中之島公園は下記の５つの都市公園からなる。

都市公園名 公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

中之島公園 風致公園
北区中之島１丁目・

菅原町
明治24年
12月１日

91,714

105,933

堂島公園 街区公園 北区堂島浜１丁目
昭和52年
４月１日

2,798

西天満
若松浜公園

街区公園 北区西天満２丁目
昭和52年
４月１日

770

中之島緑道 緑道 北区中之島２丁目
平成元年
３月31日

4,416

天満橋緑道 緑道
中央区大手前１丁目・
天満橋京町・北浜東

昭和61年
３月31日

6,235

主要公園の経過

主な役割 主な事柄

風致景観の
保全

昭和８年

中之島風致地区※の
都市計画決定

※ 現、大川風致地区

昭和55年
バラ園の開園

平成19年
中之島公園再整備
基本計画の策定

公園周辺の概況

人口構成[２] （注）町丁目単位での人口構成を基に概算。

対象
圏域

夜間
人口

年齢区分別人口（割合） 昼間
人口

昼夜間
人口
比率０～14歳 15～64歳 65歳以上

250m 14,301 
1,206

（8.7％）
10,521

（75.9％）
2,132

（15.4％）
169,185 1183.0％

500m 30,176 
2,327

（7.9％）
23,031

（78.6％）
3,955

（13.5％）
321,150 1064.3％

１km 77,704 
6,427

（8.5％）
58,357

（77.2％）
10,814

（14.3％）
569,642 733.1％

主な用途地域[３]

公園内 公園周辺

商業地域 商業地域

500m0 400300200100

Osaka Metro
淀屋橋駅

京阪
淀屋橋駅

京阪
なにわ橋駅

京阪
大江橋駅

公共交通機関と土地利用情報[３]

：中之島公園
（都市公園）

一戸建て住宅 長屋住宅

共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設

医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設

供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設

公園・緑地・お墓

利用実績

有料施設の利用実績（平成30年度）

施設名 区分 利用状況

中央公会堂[４] - 使用率 77.6％

東洋陶磁
美術館[４]

常設展 利用者数 82,930人

企画展・特別展 利用者数 79,643人

催事実績（直近３か年度の行為・一時占用許可件数）

使用料
種別

件数

ロケー
ション

集会・
競技会
など

露店
営業

その他 合計

有料 371 304 45 ８ 728

免除 ５ 78 １ 34 118

※ 使用料の免除は、本市が都市公園で事業を実施する場合や、
国や地方公共団体などが緑化の推進、防災又は防犯に関する
活動のために都市公園を使用する場合などに適用可能。

１

：公共交通機関

※ 使用率は実際の使用件数を使用可能件数（供用日・供用時間・
コート数などから算出）で割ることで算出。



都市の顔となる公園 扇町公園

公園の概要・経過

基本情報[１]

公園種別 所在地 開設年月日
開設面積
（㎡）

地区公園
北区扇町

１丁目・２丁目
大正12年
12月１日

73,195

公園の経過

主な役割 主な事柄

スポーツの
場の提供

昭和25年 大水泳場の開館

昭和51年

「花の名所公園」づくり事業（ヒラドツツジ）

平成13年 扇町プールの開館

公園周辺の概況

人口構成[２] （注）町丁目単位での人口構成を基に概算。

対象
圏域

夜間
人口

年齢区分別人口（割合） 昼間
人口

昼夜間
人口
比率０～14歳 15～64歳 65歳以上

250m 12,432 
874

（7.4％）
8,563

（72.1％）
2,440

（20.5％）
24,837 199.8％

500m 34,489 
2,723

（8.2％）
23,726

（71.8％）
6,604

（20.0％）
67,909 196.9％

１km 84,828 
6,676

（8.2％）
58,519

（72.1％）
16,025

（19.7％）
272,436 321.2％

主な用途地域[３]

公園内 公園周辺

商業地域 商業地域

一戸建て住宅 長屋住宅

共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設

医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設

供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設

公園・緑地・お墓

利用実績

有料施設の利用実績（平成30年度）

施設名 区分 利用状況

扇町プール[４]

25mプール 利用者数 133,054人

屋外プール 利用者数 23,886人

トレーニング場 利用者数 47,498人

体育場 使用率 98.2％

卓球場 使用率 79.3％

大阪市立扇町
地下駐車場[５] - 出庫台数 102,634台

催事実績（直近３か年度の行為・一時占用許可件数）

使用料
種別

件数

ロケー
ション

集会・
競技会
など

露店
営業

その他 合計

有料 73 71 13 ２ 159

免除 ０ 51 ４ 19 74

※ 使用料の免除は、本市が都市公園で事業を実施する場合や、
国や地方公共団体などが緑化の推進、防災又は防犯に関する
活動のために都市公園を使用する場合などに適用可能。

２

ＪＲ
天満駅

Osaka Metro
扇町駅

：公園

：公共交通機関

※ 使用率は実際の使用件数を使用可能件数（供用日・供用時間・
コート数などから算出）で割ることで算出。

公共交通機関と土地利用情報[３]

0 400300200100 500m



都市の顔となる公園 靱公園

公園の概要・経過

基本情報[１]

公園種別 所在地 開設年月日
開設面積
（㎡）

総合公園
西区靱本町

１丁目・２丁目
昭和30年
10月21日

96,723

公園の経過

主な役割 主な事柄

スポーツ・
鑑賞・教育の
場の提供

昭和28年 庭球場の供用開始

昭和30年 バラ園の開園

昭和51年 「花の名所公園」づくり事業（バラ）

平成８年 靭テニスセンターの開設

公園周辺の概況

人口構成[２] （注）町丁目単位での人口構成を基に概算。

対象
圏域

夜間
人口

年齢区分別人口（割合） 昼間
人口

昼夜間
人口
比率０～14歳 15～64歳 65歳以上

250m 19,190 
1,953

（10.2％）
14,951

（78.3％）
2,198

（11.5％）
101,587 529.4％

500m 33,460 
3,476

（10.6％）
25,334

（76.9％）
4,132

（12.5％）
158,337 473.2％

１km 77,617 
8,476

（11.2％）
56,058

（74.2％）
11,018

（14.6％）
411,335 530.0％

主な用途地域[３]

公園内 公園周辺

商業地域 商業地域

一戸建て住宅 長屋住宅

共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設

医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設

供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設

公園・緑地・お墓

利用実績

有料施設の利用実績（平成30年度）

施設名 区分 利用状況

靱テニス
センター[４]

センターコート 使用率 41.8％

一般コート 利用者数 59.9％

靱庭球場[４] - 使用率 63.7％

大阪市立
靱地下駐車場[５]

自動四輪車 出庫台数 92,344台

自動二輪車 出庫台数 5,114台

催事実績（直近３か年度の行為・一時占用許可件数）

使用料
種別

件数

ロケー
ション

集会・
競技会
など

露店
営業

その他 合計

有料 241 92 10 28 371

免除 ２ 87 ０ 13 102

※ 使用料の免除は、本市が都市公園で事業を実施する場合や、
国や地方公共団体などが緑化の推進、防災又は防犯に関する
活動のために都市公園を使用する場合などに適用可能。

３

※ 使用率は実際の使用件数を使用可能件数（供用日・供用時間・
コート数などから算出）で割ることで算出。

公共交通機関と土地利用情報[３]

Osaka Metro
本町駅

：公園

：公共交通機関
500m0 400300200100

Osaka Metro
阿波座駅



地域の顔となる公園（広域型） 毛馬桜之宮公園

公園の概要・経過

基本情報[１] （注）都市計画公園としての毛馬桜之宮公園は下記の４つの都市公園からなる。

都市公園名 公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

桜之宮公園 総合公園
北区天満１丁目・

都島区毛馬町１丁目
ほか

大正12年
３月１日

237,236

105,933
毛馬公園 地区公園

北区長柄東１丁目・
２丁目

昭和11年
５月15日

65,884

南天満公園 近隣公園
北区天神橋１丁目・
天満２丁目 ほか

昭和28年
８月10日

21,271

蕪村公園 近隣公園 都島区毛馬町１丁目
平成21年
３月31日

9,982

主要公園の経過

主な役割 主な事柄

風致景観
の保全

昭和８年

大手前風致地区※の
都市計画決定

※ 現、大川風致地区

昭和49年
「花の名所公園」
づくり事業（サクラ）

公園周辺の概況

人口構成[２] （注）町丁目単位での人口構成を基に概算。

対象
圏域

夜間
人口

年齢区分別人口（割合） 昼間
人口

昼夜間
人口
比率０～14歳 15～64歳 65歳以上

250m 60,223 
6,540

（11.2％）
40,291

（69.0％）
11,562

（19.8％）
106,157 176.3％

500m 112,051 
11,932

（10.9％）
75,459

（69.1％）
21,789

（20.0％）
217,151 193.8％

１km 192,660 
19,009

（10.1％）
130,184

（69.4％）
38,424

（20.5％）
417,518 216.7％

主な用途地域[３]

公園内 公園周辺

第２種中高層
住居専用地域

第１種住居地域

第１種住居地域

第２種住居地域

商業地域

Osaka Metro
天満橋駅

ＪＲ
桜ノ宮駅

公共交通機関と土地利用情報[３]

：公園

一戸建て住宅 長屋住宅

共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設

医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設

供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設

公園・緑地・お墓

利用実績

有料施設の利用実績（平成30年度）

施設名 区分 利用状況

桜之宮野球場 - 使用率 56.6％

南天満庭球場 - 使用率 85.5％

催事実績（直近３か年度の行為・一時占用許可件数）

使用料
種別

件数

ロケー
ション

集会・
競技会
など

露店
営業

その他 合計

有料 102 151 20 ６ 279

免除 ３ 103 ３ 40 149

※ 使用料の免除は、本市が都市公園で事業を実施する場合や、
国や地方公共団体などが緑化の推進、防災又は防犯に関する
活動のために都市公園を使用する場合などに適用可能。

４

：公共交通機関

※ 使用率は実際の使用件数を使用可能件数（供用日・供用時間・
コート数などから算出）で割ることで算出。

0 0.5 1.0 1.5km

ＪＲ
大阪城北詰駅



地域の顔となる公園（広域型） 城北公園

公園の概要・経過

基本情報[１] （注）都市計画公園としての城北公園は下記の２つの都市公園からなる。

都市公園名 公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

城北公園 総合公園 旭区生江３丁目
昭和９年
５月20日

95,207

103,470

城北緑道 緑道
都島区大東町２丁目・
毛馬町５丁目 ほか

昭和59年
３月31日

8,263

主要公園の経過

主な役割 主な事柄

鑑賞・教育
の場の提供

昭和９年

教材園、貸農園、
温室などの開設

昭和39年

城北菖蒲園の開園

昭和49年
「花の名所公園」
づくり事業（ハナ

ショウブ）

公園周辺の概況

人口構成[２] （注）町丁目単位での人口構成を基に概算。

対象
圏域

夜間
人口

年齢区分別人口（割合） 昼間
人口

昼夜間
人口
比率０～14歳 15～64歳 65歳以上

250m 7,976 
779

（9.8％）
4,874

（61.3％）
2,294

（28.9％）
6,265 78.5％

500m 25,415 
2,729

（10.9％）
15,357

（61.1％）
7,047

（28.0％）
22,347 87.9％

１km 70,445 
7,819

（11.2％）
42,700

（61.2％）
19,222

（27.6％）
70,053 99.4％

主な用途地域[３]

公園内 公園周辺

第２種中高層
住居専用地域

第２種中高層
住居専用地域

第１種住居地域

近隣商業地域

公共交通機関と土地利用情報[３]

一戸建て住宅 長屋住宅

共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設

医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設

供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設

公園・緑地・お墓

利用実績

有料施設の利用実績（平成30年度）

施設名 区分 利用状況

城北菖蒲園 - 利用者数 14,146人

催事実績（直近３か年度の行為・一時占用許可件数）

使用料
種別

件数

ロケー
ション

集会・
競技会
など

露店
営業

その他 合計

有料 ５ ５ ５ ０ 15

免除 ０ 17 ０ １ 18

※ 使用料の免除は、本市が都市公園で事業を実施する場合や、
国や地方公共団体などが緑化の推進、防災又は防犯に関する
活動のために都市公園を使用する場合などに適用可能。

５

500m0 400300200100

城北公園前
（バス停）

： 城北公園
（都市公園）

：公共交通機関



地域の顔となる公園（広域型） 南港中央公園

公園の概要・経過

基本情報[１]

公園種別 所在地 開設年月日
開設面積
（㎡）

総合公園
住之江区南港東

８丁目
昭和62年
３月31日

208,820

公園の経過

主な役割 主な事柄

スポーツの
場の提供

昭和62年 野球場、庭球場、少年野球場の開設

平成６年 南港中央野球場の供用開始

平成８年 バーベキュー広場の開設

公園周辺の概況

人口構成[２] （注）町丁目単位での人口構成を基に概算。

対象
圏域

夜間
人口

年齢区分別人口（割合） 昼間
人口

昼夜間
人口
比率０～14歳 15～64歳 65歳以上

250m 4,812 
345

（7.2％）
2,491

（52.3％）
1,926

（40.5％）
6,334 131.6％

500m 15,224 
1,297

（8.6％）
8,913

（59.2％）
4,857

（32.2％）
14,897 97.9％

１km 24,744 
2,674

（10.9％）
14,743

（60.1％）
7,127

（29.0％）
31,987 129.3％

主な用途地域[３]

公園内 公園周辺

準工業地域

第１種中高層
住居専用地域

準工業地域

一戸建て住宅 長屋住宅

共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設

医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設

供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設

公園・緑地・お墓

利用実績

有料施設の利用実績（平成30年度）

施設名 区分 利用状況

南港中央
野球場[４] - 使用率 74.0％

南港中央
庭球場[４] - 使用率 33.7％

催事実績（直近３か年度の行為・一時占用許可件数）

使用料
種別

件数

ロケー
ション

集会・
競技会
など

露店
営業

その他 合計

有料 ０ 10 ０ ０ 10

免除 ０ ８ ０ ９ 17

※ 使用料の免除は、本市が都市公園で事業を実施する場合や、
国や地方公共団体などが緑化の推進、防災又は防犯に関する
活動のために都市公園を使用する場合などに適用可能。

６

※ 使用率は実際の使用件数を使用可能件数（供用日・供用時間・
コート数などから算出）で割ることで算出。
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Osaka Metro
ポートタウン駅

公共交通機関と土地利用情報[３]

：公園

：公共交通機関


